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質  問  回  答

平成 26 年 6 月 30日

「（案件名）北米・中南米地域日本の医療技術・サービスの中南米地域への海外展開支援に係る情報収集・確認調査」（公示日：平成 26年

6 月 25 日／公示番号：140457 ）について、業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。

通番号 当該頁項目 質問 回答

1 【第３. 業務実施上の条件】

業務従事者の構成案について

２）医療技術・サービス という分野を評価対象者にあげられ

ていますが、ここで求められている医療技術とは、臨床面の技

術、例えば医師をはじめとする医療職が備える技術という見解

でしょうか。

医師をはじめとする医療職のバ

ックグランドを必須としません

が、医療機器・サービス、医薬品、

医療保険、医療行政等の医療関連

業務に従事した経験を有し、医療

職が備える臨床面の技術も含め

た知見を有することが望ましい

と考えます。

2 【第２. 調査の目的・内容に関する
事項】

３．業務の対象地域（グアテマ

ラ、エルサルバドル、ホンジュラ

ス、ドミニカ共和国、メキシコ、ボリ

ビア）

【第３. 業務実施上の条件】
１．調査の工程

対象国の仕分け、派遣時期等の

制約について

本調査の対象国は６カ国であり、調査工程は一次派遣と二

次派遣に区分され、効率的、効果的な調査が可能であれば、

一次派遣と二次派遣に３カ国ずつを調査することも可能とあり

ます。調査時期は、一次派遣が凡そ８月下旬から 10 月上旬、
二次派遣が 10月下旬から 12月初旬と予定されていますが、
その際に、貴機構在外事務所、また調査対象国 C/P関係者の
都合等により、６カ国の仕分け（一次、または二次派遣に訪問

する国の組み合わせ等）に制約が求められているということは

ないでしょうか。

ボリビアでは、10月 12日に大統

領選挙が予定されているため、効

率的、効果的に調査を進める上で

10 月中の現地調査は避けていた

だくことをご検討ください。
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通番号 当該頁項目 質問 回答

3 【第２. 調査の目的・内容に関する
事項】

６．業務上の留意点

（２）本邦招聘プログラム及びセミ

ナー開催にかかる支援

招聘期間について

招聘期間が 10 日間程度とありますが、日本での滞在期間と
いう理解でよろしいでしょうか。または、各調査対象国と日本間

の渡航日も含まれるのでしょうか。

各調査対象国と日本間の渡航日

数を含めて 10 日間程度を想定し

ています。

４ 業務指示書

第５ プロポーザルに記載される

べき事項

３ 業務従事予定者の経験、能力

等

（２）評価対象業務従事者の経験、

能力等

【業務従事者：担当分野 医療技術・サービス】の語学力は「語

学評価せず」と記載されていますが、一方で「プロポーザル評

価表」中では、副業務主任者の語学力に 2点配点されており、
整合していないように見受けられます。

評価表中の配点分は、別項目へ振り替えられると理解して差

支えないでしょうか。

「医療技術・サービス」分野の業

務従事者に対して、語学力の評価

はしません。

また、副業務主任者を配置する提

案をされる場合、副業務主任者

は、総括と同一の評価項目(医療

システム分野の類似業務経験、対

象国又は同類地域での業務経験

及び語学力等)で評価されます。

よって、「プロポーザル評価表」

は業務指示書に記載のとおりで

す。

５ 業務指示書【第２．調査の目的・内

容に関する事項】

６．業務上の留意点

（２） １）本邦招聘プログラム及び

セミナーについて

「招聘期間：１０日間」の考え方についてご教示ください。

招聘者の自国出発日を 1日目とし、自国到着日を１０日目とす
るという考え方で間違いないでしょうか。

自国出発日から自国到着日まで

10 日間程度という考え方で間違

いありません。
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通番号 当該頁項目 質問 回答

６ 同

６．業務上の留意点

（２） ２）主な支援業務

招聘者の本邦滞在中の移動・交通手段（例：車両借上、新幹

線・航空券等）及び宿舎は、業務指示書【第 2．調査の目的・内
容に関する事項】P.3記載の「本邦招聘者受入に係る受入に係
る事手続き、航空券の手配、必要な査証取得のための情報確

認および取得手続き支援」に含まれるという理解でよろしいで

しょうか。

ご理解のとおりです。

７ 有償資金協力（メキシコを除く） メキシコを除く事情はなにか。 メキシコに対する有償資金協力

の実績等を勘案し、想定する協力

スキームから除外しています。た

だし、海外投融資の可能性につい

てはメキシコも含め全調査対象

国に対して検討することを想定

しています。

８ 招聘人数；調査対象国の医療関係

者 12名程度
基本的には対象 1 ヵ国につき 2名程度と想定すればよいか。 基本的には 1ヵ国につき 2名程度

を想定しています。

９ セミナー セミナー開催のための会場費や資料印刷費を見積に計上でき

るか。

計上可能です。

10 講師の手配 講師謝金を見積に計上できるか。 計上可能です。

11 見学先の手配 見学先の施設・機関への謝金を見積に計上できるか。 計上可能です。
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通番号 当該頁項目 質問 回答

12 研修監理員あるいは通訳の配置 研修監理員及び通訳の業務費を見積に計上できるか。 計上可能です。

13 主要日系企業の分析 主要日系企業とは調査対象国あるいは中南米地域へ既に進

出している企業という意味か。

中南米地域に既に進出している

企業及び今後進出する可能性を

有する企業とご理解ください。

14 通訳の現地傭上を認める 通訳の現地傭上に代わって、現地調査補助員の傭上は可能

か。

現地調査補助員が行う業務内容

及び傭上を必要とする理由をプ

ロポーザルにて提案願います。

以 上


